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【英語は世界の共通語】

私が学生の頃には、エスペラントという世界共通語の活動が

あった。その理想は崇高だったと思うが、今になってみると事実

上の世界共通語は英語である。インターネットの世界でも英語

が圧倒的に多く使われている。私も毎日英語の電子メールを受

け取っている。

【ヒアリングが重要な理由】

昔から、読み書きソロバンというくらいで、日本人は読み書き

の能力を重視する。ところが英語はヒアリングが最も重要だと思

う。ヒアリング能力が向上すれば文章を読む速度も速くなる。

英語と日本語では語順が違う。英語の文章を読むときに、単

語を単位として日本語に翻訳すると単語の並び方が日英で違う。

その状態で文章を理解するためには、英語の文章の上を何度か

往復しながら読み進む。これでは速読にならない。

ヒアリングの能力が向上するということは、聞いた順番に理解

できるということだ。文章を読む時にも一直線に進む。これが読

書のスピードアップにつながる。

【反復学習では鍛練できない】

ヒアリング力を向上させるには、まず耳を慣らす必要がある。

そこで英会話の録音テープ、CDなどを購入することになるのだ

が、私の経験では同じテープやCDを反復して聞いてもヒアリン

グ力は向上しないと思う。

これには反論もありそうなので、私の考えている理由を書いて

おこう。ようするに、人間は学習能力があるためにテープやCD

の内容を覚えてしまう。音楽のCDを聴く場合を考えてみるとよ

い。何度か反復して聴いたCDならば、曲の順序まで覚えてしま

う。だから語彙を増やそうと思って単語を覚えるのならば反復練

習がよい。しかしヒアリング力というのは、初めて聞いた時に理

解できる能力なのだ。次はあの文章だと予測ができてしまうと、

そのテープやCDには意味がなくなる。

【実践編・VOA】

結局のところ、右耳か

ら英語を聞いて、左耳に

抜けていくような状況を

作る必要がある。私自身

が活用したのは、短波放

送である。今では短波の

国際放送はインターネットの上でも音声として提供されているの

で、クリックだけで済む放送もある。昔は受信するのが一苦労で

あった。

私が最も時間をかけて聴いたのはVOA、ボイスオブアメリカと

いう米国の放送局である。プログラムの中には、今でも続いてい

るスペシャルイングリッシュというものがあり、1400語の基本単

語だけで（固有名詞は除く）ニュースや短い話をゆっくり話す。

私の友人の英語達人は、スペシャルイングリッシュは不自然な英

語だと喝破したが、入門者には貴重な番組であった。

短波放送は夏と冬では電波の状態が異なるため、周波数を変

更することが多い。しばらく聴いていないと、どの周波数に合わ

せるべきかわからなくなってしまう。短波放送を聴くのがブーム

であった時期には、プログラムを掲載した雑誌が出回っていた。

もちろん、直接に米国に問い合わせることもできた。

【VOA訪問記】

観光客としてワシントンDCを訪れる人は、まずホワイトハウ

スの内部の見学ツアーに行くのではないだろうか。私は、ホワイ

トハウスの内部は見たことがないが、VOAの見学には行ったこと

がある。場所はスミソニアン博物館の近くでわかりやすい。

私がVOAを訪問したとき、ちょうど高校生の一行が見学中で

あった。アメリカでも修学旅行をするのだろうか。その中に1人

だけ私が加わった形になり、案内の女性が質問をしてくる「な

ぜ、VOAを見学に来たのですか」。ここで私は一言「私はVOA

で英語を勉強したのです。スタジオを見たいと思っていました」

この台詞が案内の人を感激させてしまった。結局、私は高校生

の一団に「この日本の紳士はVOAで英語を勉強した方です」と

紹介される羽目になった。

スペシャルイングリッシュの単語帳、番組の内容を本にしたも

の、ボールペン、バッジ、詳細な周波数の表などのお土産をもら

ってVOAの見学を終えた私は、それ以後もVOAをよく聴き、知

人・友人にもヒアリングの上達法として短波放送を勧めた。私

はとても達人にはなれなかったが、昔の自分に比べれば格段の向

上である。

私の経験は昔の話になってしまった。現在ではCNNも簡単に

見ることができるようになった。今さら短波ラジオでもないよう

にも思うが、テレビでは「ながら族」にはなれない。また番組の

内容もCNNはニュースが主体で、スペシャルイングリッシュの番

組のような感じではない。だからヒアリング上達法として何を勧

めるべきなのか、私は現在の決まり手を持っていない。
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